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ハ
ー
ン
と
西
田
千
太
郎
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
世
間
一
般
で
は
、

ハ
ー
ン
が
松
江
に
着
い
た
日
か
ら
一
年
余
り
の
滞
在
中
に
、
西
田

が
よ
く
ハ
ー
ン
の
面
倒
を
見
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
収
め
た
一
五
〇
通
の
手
紙
を
読
む
と
、
二
人
は
お
互
い
に

相
手
に
対
し
て
尋
常
な
ら
ざ
る
思
い
遣
り
の
心
を
も
っ
て
接
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ハ
ー
ン
が
い
か
に
家

族
思
い
で
あ
っ
た
か
、
日
本
人
と
し
て
帰
化
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
本
人
が
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
か
等
々
、
ハ
ー
ン

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
心
の
動
き
や
、
西
田
が
ど
の
よ
う
な

思
い
で
ハ
ー
ン
に
対
し
て
い
た
か
が
よ
く
分
か
る
。
こ
れ
ら
す
べ

て
の
書
簡
を
読
ん
だ
後
で
感
じ
る
こ
と
は
、
こ
の
二
人
が
相
手

を
と
こ
と
ん
ま
で
信
じ
き
っ
て
、
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、
並
々

な
ら
ぬ
親
切
を
与
え
合
っ
て
い
る
姿
が
浮
か
び
、
改
め
て
両
者

に
対
し
て
感
服
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。�

「
訳
者
の
こ
と
ば
」
よ
り
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常
松
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―
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村
松
真
吾
―
―
編
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西
田
千
太
郎 

往
復
書
簡

わ
た
し
の
親
愛
な
る
西
田
―

（
も
う
わ
た
し
た
ち
は
敬
称
の
「
様
」
を

落
と
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
）。
千
家
様
に

お
会
い
に
な
る
と
き
に
、
月
刊
誌
の
記
事

は
、
あ
る
記
事
の
わ
ず
か
一
部
4

4

に
過
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

た
め
に
、
書
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
他
に
、

杵
築
に
つ
い
て
別
の
も
っ
と
長
い
記
事
が

あ
り
―
そ
の
す
べ
て
は
、
単
行
本
で
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。
出
雲
時
代
に
関
す
る
原
稿

は
、
こ
れ
ま
で
全
部
で
一
、六
六
〇
頁
書

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ち
ら
で
の
教
師

と
し
て
の
わ
た
し
の
生
活
に
関
す
る
長
い

論
文
を
書
き
上
げ
た
ば
か
り
で
す
。
そ
の

本
は
、
十
中
八
、九
、
今
年
の
秋
に
は
出

る
で
し
ょ
う
…
…
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
わ

た
し
の
日
本
に
関
す
る
最
初
の
本
に
過
ぎ

ま
せ
ん
し
、
出
雲
だ
け
し
か
扱
い
ま
せ
ん

―
た
だ
し
二
編
は
別
で
す
が
。
ほ
ぼ
二
十�

一
、二
編
の
記
事
、
す
な
わ
ち
主
題
別
の

章
に
な
る
で
し
ょ
う
。

―
ハ
ー
ン
→
西
田
　
一
八
九
二
年
四
月
十
二
日

わ
が
親
愛
な
る
ハ
ー
ン
―

（
ご
提
案
ど
お
り
に
「
様
」
を
落
と
し
て
）

千
家
様
に
、
杵き

築つ
き

に
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス

を
当
て
た
あ
な
た
の
出
雲
時
代
の
本
が
多

分
こ
の
秋
に
出
る
で
し
ょ
う
と
お
話
し
し

た
ら
、
千
家
様
は
わ
た
し
以
上
に
そ
の
本

が
出
る
の
が
待
ち
遠
し
い
思
い
で
し
た
。

…
…
昨
日
松
江
で
は
、
稲
荷
渡
し
、
通
称

「
ソ
ー
ラ
ー
エ
ン
ヤ
」
の

お
祭
り
が
祝
わ
れ
る
の

を
見
に
出
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
が
良
く
知
っ
て

い
る
城
山
稲
荷
が
、
出あ
だ
か
い

雲
郷
の
（
一
年
前

清き
よ

水み
ず

［
寺
］
か
ら
の
帰
途
、
古
く
て
趣
の
あ

る
家
で
夕
食
を
取
っ
た
小
さ
な
村
を
き
っ
と

覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
に
違
い
な
い
と
思
い

ま
す
）
一
般
に
芦あ
し

高た
か

稲
荷
と
い
わ
れ
て
い

る
阿あ

太た

加か

夜や

神
社
を
十
二
年
に
一
度
訪
ね

て
、
そ
こ
で
一
週
間
滞
在
し
ま
す
。
出
雲

郷
と
そ
の
周
辺
の
四
つ
の
村
が
、
稲
荷
を

護
送
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
船
を
一
隻

ず
つ
出
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
船
の
漕
ぎ

手
は
十
二
人
か
、
も
っ
と
多
い
か
で
す
が
、

た
い
そ
う
華
や
か
な
揃
い
の
衣
装
を
身
に

ま
と
い
、
若
い
鼓つ
づ
み
て手

と
一
緒
に
、「
ソ
ー

ラ
ー
エ
ン
ヤ
…
…
、」
を
唱
え
ま
す
が
、

そ
れ
は
、
太
鼓
の
音
や
、
櫂か
い

の
動
き
や
、

こ
の
上
な
く
面
白
い
二
人
の
踊
り
子
の
動

き
と
調
子
を
合
わ
せ
ま
す
。

―
ハ
ー
ン
→
西
田�

一
八
九
二
年
四
月
十
二
日

追
伸

親
愛
な
る
西
田
―

手
紙
を
投
函
し
た
す
ぐ
後
に
あ
な
た
の

手
紙
が
届
き
ま
し
た
―
そ
れ
で
、
再
び
ペ

ン
を
取
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
な
た
か
ら

便
り
を
い
た
だ
き
、
二
重
に
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
―
天
気
が
あ
な
た
に
は
厳き
び

し
過
ぎ

は
し
な
か
っ
た
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た

か
ら
。
わ
た
し
た
ち
は
、
今
年
初
め
て
、

や
や
厳
し
い
寒
さ
に
遭あ

っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、「
Ｙ
．
小
泉
」（
小
泉
八
雲
）

に
な
り
ま
す
。
年
寄
り
た
ち
が
、
こ
の
名

前
を
選
び
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
結
構
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ
た
し
が
、

今
後
神
々
の
国
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
思

い
出
さ
せ
る
も
の
で
す
。

―
ハ
ー
ン
→
西
田
　
一
八
九
五
年
十
二
月
十
五
日

親
愛
な
る
ハ
ー
ン
―

こ
ち
ら
に
は
お
伝
え
す
る
よ
う
な
こ
と

は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
な
た
が
、

小
泉
様
と
い
う
日
本
人
の
紳
士
に
な
ら
れ

と
き
が
く
る
こ
と
を
願
っ
て
、
手
紙
を
書

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
…
…
こ
ち
ら
で

あ
な
た
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
人
た
ち
は

皆
、
あ
な
た
の
帰
化
の
ニ
ュ
ー
ス
を
嬉
し

く
思
い
、
あ
な
た
が
ど
ん
な
日
本
名
を
選

ぶ
か
知
り
た
が
っ
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
ン
で

し
ょ
う
か
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
で
し
ょ
う
か
、�

あ
る
い
は
、
何
か
日
本
風
な
名
前
で
し
ょ

う
か
。

―
西
田
→
ハ
ー
ン
　
一
八
九
五
年
十
二
月
十
二
日

訳
者常松

正
雄
…
…
…
…
一
九
三
〇
―

島
根
県
生
ま
れ
。

一
九
五
三
年�
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大
学
教
育
学
部
卒
業
。

一
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オ
ハ
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州
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ト
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学
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学
院
修
了（
教
育
修
士
）（
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
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学
院
留
学
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）。

一
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七
四
年�
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根
大
学
教
授
。
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七
四
―
七
五
／
一
九
八
〇
―
八
一
年

�
�

ア
メ
リ
カ
学
術
会
議
協
議
会
招
聘
研
究
員（
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
）。

一
九
九
〇
年�

甲
南
大
学
教
授
。

現
在�

島
根
大
学
名
誉
教
授
。
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ハ
ーン
と
西
田
が

取
り
交
し
た
書
簡
は
、

本
当
の
人
間
の
信
頼
と
は

何
か
を
考
え
さ
せ
、

言
外
の
余
白
に
ま
で

思
い
を
馳
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
書
。

「
弟
」と
よ
ぶ
西
田
千
太
郎
への

心
情
が
文
面
に
溢
れ
て
い
る
。

ハ
ーン
と
西
田
を
知
る
た
め
の

待
望
の
書
簡
集
。

響
き
合
う
魂
の

信
頼
の
書

ラフカディオ・
ハーン

常
松
正
雄
―
―
訳

村
松
真
吾
―
―
編

西
田

往
復
書
簡 千

太
郎 

わ
た
し
の
親
愛
な
る
西
田
―

（
も
う
わ
た
し
た
ち
は
敬
称
の
「
様
」
を

落
と
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
）。
千
家
様
に

お
会
い
に
な
る
と
き
に
、
月
刊
誌
の
記
事

は
、
あ
る
記
事
の
わ
ず
か
一
部

4

4

に
過
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

た
め
に
、
書
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
他
に
、

杵
築
に
つ
い
て
別
の
も
っ
と
長
い
記
事
が

あ
り
―
そ
の
す
べ
て
は
、
単
行
本
で
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。
出
雲
時
代
に
関
す
る
原
稿

は
、
こ
れ
ま
で
全
部
で
一
、六
六
〇
頁
書

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ち
ら
で
の
教
師

と
し
て
の
わ
た
し
の
生
活
に
関
す
る
長
い

論
文
を
書
き
上
げ
た
ば
か
り
で
す
。
そ
の

本
は
、
十
中
八
、九
、
今
年
の
秋
に
は
出

る
で
し
ょ
う
…
…
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
わ

た
し
の
日
本
に
関
す
る
最
初
の
本
に
過
ぎ

ま
せ
ん
し
、
出
雲
だ
け
し
か
扱
い
ま
せ
ん

―
た
だ
し
二
編
は
別
で
す
が
。
ほ
ぼ
二
十 

一
、二
編
の
記
事
、
す
な
わ
ち
主
題
別
の

章
に
な
る
で
し
ょ
う
。

―
ハ
ー
ン
→
西
田
　
一
八
九
二
年
四
月
十
二
日

わ
が
親
愛
な
る
ハ
ー
ン
―

（
ご
提
案
ど
お
り
に
「
様
」
を
落
と
し
て
）

千
家
様
に
、
杵き

築つ
き

に
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス

を
当
て
た
あ
な
た
の
出
雲
時
代
の
本
が
多

分
こ
の
秋
に
出
る
で
し
ょ
う
と
お
話
し
し

た
ら
、
千
家
様
は
わ
た
し
以
上
に
そ
の
本

が
出
る
の
が
待
ち
遠
し
い
思
い
で
し
た
。

…
…
昨
日
松
江
で
は
、
稲
荷
渡
し
、
通
称

「
ソ
ー
ラ
ー
エ
ン
ヤ
」
の
お
祭
り
が
祝
わ

れ
る
の
を
見
に
出
て
き
ま
し
た
。
あ
な
た

が
良
く
知
っ
て
い
る
城

山
稲
荷
が
、
出あ

だ
か
い

雲
郷
の

（
一
年
前
清き

よ

水み
ず

［
寺
］
か

ら
の
帰
途
、
古
く
て
趣
の

あ
る
家
で
夕
食
を
取
っ
た
小
さ
な
村
を
き
っ

と
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
に
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
）
一
般
に
芦あ
し

高た
か

稲
荷
と
い
わ
れ
て

い
る
阿あ

太た

加か

夜や

神
社
を
十
二
年
に
一
度
訪

ね
て
、
そ
こ
で
一
週
間
滞
在
し
ま
す
。
出

雲
郷
と
そ
の
周
辺
の
四
つ
の
村
が
、
稲
荷

を
護
送
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
船
を
一

隻
ず
つ
出
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
船
の
漕

ぎ
手
は
十
二
人
か
、
も
っ
と
多
い
か
で
す

が
、
た
い
そ
う
華
や
か
な
揃
い
の
衣
装
を

身
に
ま
と
い
、
若
い
鼓つ

づ
み
て手

と
一
緒
に
、

「
ソ
ー
ラ
ー
エ
ン
ヤ
…
…
、」
を
唱
え
ま
す

が
、
そ
れ
は
、
太
鼓
の
音
や
、
櫂か

い

の
動
き

や
、
こ
の
上
な
く
面
白
い
二
人
の
踊
り
子

の
動
き
と
調
子
を
合
わ
せ
ま
す
。

―
西
田
→
ハ
ー
ン
　
一
八
九
二
年
五
月
十
六
日

150通
収録



ラフカディオ・ハーン 

西
田
千
太
郎 

往
復
書
簡

ハ
ー
ン
と
西
田
千
太
郎
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
世
間
一
般
で
は
、
ハ
ー
ン
が
松
江

に
着
い
た
日
か
ら
一
年
余
り
の
滞
在
中
に
、

西
田
が
よ
く
ハ
ー
ン
の
面
倒
を
見
た
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
収
め
た
一
五
〇
通
の

手
紙
を
読
む
と
、
二
人
は
お
互
い
に
相
手
に
対
し

て
尋
常
な
ら
ざ
る
思
い
遣
り
の
心
を
も
っ
て
接
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ハ
ー

ン
が
い
か
に
家
族
思
い
で
あ
っ
た
か
、
日
本
人
と

し
て
帰
化
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
本
人
が
ど
の
よ

う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
か
等
々
、
ハ
ー
ン
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
心
の
動
き
や
、
西
田
が
ど
の

よ
う
な
思
い
で
ハ
ー
ン
に
対
し
て
い
た
か
が
よ
く

分
か
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
書
簡
を
読
ん
だ
後
で

感
じ
る
こ
と
は
、
こ
の
二
人
が
相
手
を
と
こ
と
ん

ま
で
信
じ
き
っ
て
、
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、
並
々

な
ら
ぬ
親
切
を
与
え
合
っ
て
い
る
姿
が
浮
か
び
、

改
め
て
両
者
に
対
し
て
感
服
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。

�

「
訳
者
の
こ
と
ば
」
よ
り

訳
者常

松
正
雄
…
…
…
…
一
九
三
〇
―
二
〇
二
五

一
九
三
〇
年	

島
根
県
生
ま
れ
。

一
九
五
三
年	

島
根
大
学
教
育
学
部
卒
業
。

一
九
五
八
年	�



オ
ハ
イ
オ
州
立
ケ
ン
ト
大
学
大
学
院
修
了

	

（
教
育
修
士
）（
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
大
学
院
留
学
生
）。

一
九
七
四
年	

島
根
大
学
教
授
。

一
九
七
四
―
七
五
／
一
九
八
〇
―
八
一
年

	�


ア
メ
リ
カ
学
術
会
議
協
議
会
招
聘
研
究
員

	

（
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
）。

一
九
九
〇
年	

島
根
大
学
名
誉
教
授
。甲
南
大
学
教
授
。

二
〇
二
五
年
十
一
月	

逝
去
。享
年
九
十
五	

主
著

Kenzaburo O
hasi, ed. (co-author) M

elville and M
elville Studies 

in Japan,(U.S.A: G
reenw

ood Press, 2003)

常
松
正
雄
・
田
中
久
男
共
編
著『
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
資
料
事
典
―
―

ア
メ
リ
カ
研
究
図
書
解
説
』南
雲
堂
、二
〇
〇
六
。 

訳
書

ハ
ロ
ル
ド
・
Ｈ
・
コ
ル
ブ
、Jr
．著『
人
生
の
幻
影
―
―
文
学
形
式
と
し

て
の
ア
メ
リ
カ
リ
ア
リ
ズ
ム
』研
究
社
。

ラ
フ
カ
ディ
オ・ハ
ーン （
小
泉
八
雲
） 

一
八
五
〇（
嘉
永
三
）―
一
九
〇
四（
明
治
三
十
七
）

一
八
五
〇
（
嘉
永
三
）
年
六
月
二
十
七

日
ギ
リ
シ
ア
・
イ
オ
ニ
ア
諸
島
の
一

つ
レ
フ
カ
ダ
島
の
レ
フ
カ
ダ
町
で
生

ま
れ
る
。
三
歳
の
と
き
、
軍
医
で
あ

っ
た
父
の
母
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・

ダ
ブ
リ
ン
に
移
る
。
そ
の
後
、
両
親
は
離
婚
し
、
大
伯
母
に
養
育
さ
れ

る
。
十
九
歳
の
と
き
、
渡
米
。
世
の
辛
酸
を
な
め
そ
の
後
、
シ
ン
シ
ナ

テ
イ
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
。
一
八
九
〇

（
明
治
二
十
三
）
年
三
十
九
歳
の
と
き
ハ
ー
パ
ー
社
の
特
派
員
と
し
て
来

日
。
事
情
が
あ
り
同
社
と
絶
縁
す
る
。
縁
あ
っ
た
同
年
八
月
末
島
根
県

松
江
尋
常
中
学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
。
松
江
中
学
で
西
田
千

太
郎
と
い
う
生
涯
の
友
を
得
る
。
西
田
は
初
印
象
を
日
記
に
こ
う
記
し

て
い
る
。「（
前
略
）
久
し
く
新
聞
及
び
著
作
に
従
事
せ
る
人
に
し
て
年

齢
三
十
九
。
本
年
四
月
初
て
日
本
に
来
り
日
本
の
事
情
詮せ

ん

索さ
く
に
力
を
尽

せ
り
。
割
合
に
よ
く
日
本
の
生
活
法
に
慣な

れ

る
」。
松
江
に
一
年
三
カ
月

滞
在
し
精
力
的
に
取
材
活
動
を
す
る
。
在
松
中
に
小
泉
セ
ツ
と
結
婚
。

一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
十
一
月
熊
本
第
五
高
等
中
学
校
に
転
出
。

在
熊ゆ

う

中
に
長
男
一
雄
を
得
る
。
三
年
務
め
、
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）

年
十
月
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
社
論
説
記
者
と
し
て
転
職
。
が
、
翌
年
の
一

月
に
は
退
職
す
る
。
神
戸
時
代
に
小
泉
家
に
入
夫
帰
化
、
小
泉
八
雲
と

改
名
（
一
八
九
六
）。
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
九
月
帝
国
大
学
文
科

大
学
講
師
に
就
任
。
居
を
東
京
に
移
す
。
七
年
間
教
壇
に
立
ち
英
文
学

を
講
ず
。
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
）
年
一
月
文
科
大
学
の
解
雇
通
知
を

受
け
、
三
月
に
同
大
学
を
辞
す
る
。
ち
な
み
に
、
学
生
の
な
か
に
は
、

八
雲
を
慕
う
も
の
が
多
く
、
後
任
と
な
っ
た
夏
目
漱
石
は
心
中
を
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
小
泉
先
生
は
英
文
学
の
泰た

い

斗と

で
も
あ
り
、
ま
た
文
豪
と
し
て
世
界
に

響
い
た
え
ら
い
方
で
あ
る
の
に
、
自
分
の
よ
う
な
駆
け
出
し
の
書
生
上

が
り
の
も
の
が
そ
の
後あ

と

釜が
ま
に
す
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
と
う
て
い
立
派
な

講
義
が
で
き
る
わ
け
の
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
学
生
が
満
足
し
て
く
れ

る
道
理
も
な
い
」（
夏
目
鏡
子
『
漱
石
の
思
い
出
』）

東
大
辞
任
後
、
一
九
○
四
（
明
治
三
十
七
）
年
早
稲
田
大
学
に
招
請
さ

れ
る
。
九
月
十
四
日
新
学
期
初
出
講
、
英
文
学
と
英
文
学
史
の
講
義

を
行
う
。
二
十
四
日
普
通
ど
お
り
講
義
。
二
十
六
日
夜
心
臓
発
作
（
狭

心
症
）
で
豊
多
摩
郡
西
大
久
保
村
に
て
死
去
。
享
年
五
十
四
。

墓
所
は
雑
司
ヶ
谷
霊
園
（
豊
島
区
南
池
袋
）
に
あ
り
、
法
名
は
正
覚
院

殿
浄
華
八
雲
居
士
。

西
田
千
太
郎

一
八
六
二（
文
久
二
）―
一
八
九
七（
明
治
三
十
）

一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
九
月
十
八
日

松
江
市
雑
賀
町
に
生
ま
れ
る
。
士
族
。

寺
子
屋
、
藩
校
に
学
び
、
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
開
校
さ
れ
た
雑
賀
小
学

校
に
入
学
。
教
員
伝
習
校
付
属
小
学

校
、
教
員
伝
習
校
付
設
変
則
中
学
校
を
経
て
、
一
八
七
七
（
明
治
十
）

年
新
設
（
改
称
）
の
松
江
中
学
、
一
八
七
八
年
一
科
二
科
制
、
二
科
（
英

学
科
四
カ
年
）
へ
改
め
て
入
る
。

一
八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
松
江
中
学
を
退
学
し
、
二
科
の
授
業
を
手

伝
う
。
教
諭
試
補
、
授
業
補
助
、
雇
、
助
教
諭
試
補
な
ど
職
名
は
か
わ

る
が
、
八
五
年
ま
で
約
五
年
間
教
壇
に
立
つ
。
担
当
教
科
は
英
語
、
地

理
、
万
国
史
、
代
数
等
で
あ
っ
た
。
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
松
江
中

学
を
退
職
。
上
京
し
翌
年
検
定
試
験
に
合
格
。
中
等
教
員
免
許
状
を

得
る
。
兵
庫
県
立
姫
路
中
学
校
教
諭
、
愛
媛
県
私
立
済
々
学
館
教
長

を
歴
任
し
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
松
江
中
学
校
教
諭
と
し
て
再
度
赴
任
。

教
諭
、
教
頭
・
校
長
心
得
と
し
て
教
鞭
を
執
っ
た
。
一
八
九
七
（
明
治

三
十
）
年
三
月
十
五
日
肺
結
核
の
た
め
没
し
た
。
享
年
三
十
四
。
ハ
ー

ン
は
西
田
に
つ
い
て
「
利
口
、
と
、
親
切
と
、
よ
く
事
を
知
る
、
少
し

も
卑
怯
者
の
心
あ
り
ま
せ
ん
、
私
の
悪
い
事
、
皆
云
う
て
く
れ
ま
す
、

本
当
の
男
の
心
、
お
世
辞
あ
り
ま
せ
ん
、
と
可
愛
ら
し
い
の
男
で
す
」。

西
田
の
病
気
に
つ
い
て
は
「
如
何
に
神
様
悪
い
で
す
ね
―
私
立
腹
」

「
あ
の
よ
う
な
善
い
人
で
す
。
あ
の
よ
う
な
病
気
参
り
ま
す
。
で
す
か

ら
世
界
む
ご
い
で
す
」（
小
泉
セ
ツ
「
思
い
出
の
記
」）
と
語
っ
て
い
た
と
い

う
。墓

所
は
松
江
市
寺
町
長
満
寺
（
日
蓮
宗
）
に
あ
り
、
法
名
は
光
心
院

賢
道
日
輝
居
士
。

松
江
中
学
で
の
同
僚
時
代（
一
八
九
一
）か
ら

西
田
の
早
世（
一
八
九
七
）ま
で

六
年
間
に
交
わ
し
た
書
簡

一五
〇
通
を
収
録

（
ハ
ーン
→
西
田
宛
一
二
八
通

西
田
→
ハ
ーン
宛
二
二
通
　

）


